
 

年 月 日

アウディ ジャパン株式会社

プレス問い合わせ ｰ ｰ お客様問い合わせ ｰ

     アウディ コミュニケーションセンター

コンパクトカーのトップアスリート を日本に導入

アウディ ジャパン株式会社（本社：東京都品川区、代表取締役社長：斎藤 徹）は、高性能 気筒エン

ジンの と フルタイム システムを採用した本格スポーツモデル、

の発売を決定し、本日より全国 の 店及びアウディ正規ディーラー（ 店舗：現時点）

で受注を開始します。 の希望小売価格（消費税込み）は 万円で、発売は 月上旬

開始予定です。

は、昨年 月のパリ国際モーターショーでワールドプレミアされ、アウディの セダ

ンとしては初めての モデルです。新型 シリーズのなかでももっとも高性能なモデルであり、

コンパクトセグメントのなかで世界最速の 台に数えられるクルマです。

（ ）の最高出力を発揮する新開発の エンジンは、市販モデルに搭載される 気

筒ユニットとしては世界でもっともパワフルであり、同時に、 の最大トルクを ～

の幅広い回転域で供給する柔軟性も兼ね備えています。そのエンジンをフロントに横置きし

た は、 フルタイム システムによる絶大なトラクションと相まって、

加速を 秒 で達成する圧倒的なダッシュ力を誇ります。

その一方で、アルミ合金製のクランクケースを採用することで、エンジン単体の重量を従来型の（鋳鉄

製クランクケースを採用した） と比べて も削減しており、さらに、インテークマニフォ

ールドと燃焼室の両方でガソリンを噴射する「デュアルインジェクション」や、排気バルブの開閉タイ

ミングを可変コントロールする「アウディバルブリフト」を採用することで、出力性能だけでなく、燃

費効率も改善。欧州ドライビングサイクル（ ）で 走行あたりの燃料消費をわずか に

抑えるなど、効率の面でも優れたスポーツモデルに仕上がっています。

の強大なパワーは、クイックでスムーズなギヤチェンジと高い伝達効率を誇る 速 トロニッ

クを介して フルタイム システムに伝達され、さらに電子油圧制御のマルチプレートクラ

ッチの働きにより、バリアブルに前後のホイールに振り分けられます。ホイールセレクティブトルクコ

ントロールなどのインテリジェントな電子機構により、走行安定性と運転する歓びの高度な融合が達成

されており、その一方で、アウディプレセンスやアクティブレーンアシスト、サイドアシスト、トラフ

ィックジャムアシスト、リヤクロストラフィックアシストなど、アウディが開発した最新のアシスタン

スシステムをフルレンジで標準搭載するなど、安全対策や快適性の面でも、時代をリードするコンパク

トカーの 台といえます。

エクステリアは、専用のシングルフレームグリルやバンパー、 インチホイール、拡げられたトレッド

とフレア付きのフェンダー、大胆なディフューザーインサートなどにより、ひと目で通常の

から見分けることができます。インテリアも、ブラックのファインナッパレザーにダイヤモンド

パターンの飾りステッチと ロゴを配した専用のシートなどにより、独特のスポーティでエクスクルー

シブな雰囲気が演出されています。さらに、フルデジタル式インストルメントのアウディバーチャルコ

ックピットに加えて、 ナビゲーション、バング＆オルフセンのサウンドシステムといったハイエン

ドのインフォテイメントシステムを標準装備。コネクティビティの面でも、 と

を介して手持ちのスマートフォンをクルマにつなげるようにした「アウディスマートフォンインタ



 

ーフェイス」を標準化するなど、 シリーズの最上級モデルにして の名に相応しい、コンパク

トクラスを超えた機能とステイタスが備わっています。

新型 の主要諸元と価格は以下の通りです。

全長

全幅

全高

ホイールベース

総排気量

エンジン種類
直列 気筒

インタークーラー付ターボチャージャー

最高出力

最大トルク

駆動方式 クワトロ（フルタイム ）

トランスミッション 速 トロニック

タイヤ

車両本体予定価格（税込） 円



 

■新型 の概要

新開発の エンジン

アウディの直列 気筒エンジンは、現代の古典ともいえるテクノロジーのひとつです。なかでも

は、各国のジャーナリストからなる審査委員会によって、 年連続で「エンジン オブ ザ イヤー」に選

ばれてきました。そうしたなか、アウディは新世代の モデルのために、まったく新しいターボチャー

ジャー付きユニットを開発することにしました。この新しい は、排気量は と従来と同

じながら、パワーは も高い （ ）を実現しています。これは あたりの と

いう高性能を意味します。また最大トルクの も、 ～ という、きわめて幅広い

回転域で提供され、その結果 は、どの速度、どのエンジン回転域からでも、圧倒的な

加速性能を発揮することができます。

新しい は、全長 に満たない非常にコンパクトな設計で、従来型と比べて も重量が

軽くなっています。アルミ合金製のクランクケースを採用し、この部分だけで の重量を削減して

います。結果として、クルマのオーバーオールの軽量化に加えて、前後配分の最適化にも貢献すること

になりました。また、内部抵抗を減らすと同時に、様々な新機構を採用することで、パワーと効率を同

時に改善。シリンダーの内壁にはプラズマコーティングを施し、クランクシャフトのメインベアリング

の径を従来型に比べて 小さくしました。また、クランクシャフトを中空タイプとすることで、重

量を 削減しています。アルミ製のピストンには、冷却オイルを通す経路を設けています。また、切

り替え式のウォーターポンプを採用することで、冷間始動後は一定の間、シリンダーヘッド内のクーラ

ントの循環を止めて暖気時間を短縮。この設計により、フリクションロスも減り、燃料消費も削減され

ました。

新しい ユニットが卓越した高性能を発揮する上で、もうひとつのカギとなっているのが、吸排

気系の設計です。大型のターボチャージャーにより最大 バールの過給圧を確保するとともに、イン

タークーラーの効率を まで向上させることで、吸気の温度を下げ、空気の充填率を最適化しました。

カムシャフトは、吸気側も排気側も必要に応じてタイミングを調整できる仕組みで、そのうち排気側に

ついては、アウディバルブリフト（ ）のシステムにより、スロットルとエンジンスピードに応じて、

バルブが開いている時間を 段階で制御しています。一方で、混合気の生成を促進するためにデュアル

インジェクションシステムを採用。燃料の噴射場所をインテークマニフォールドの中（ポート噴射）か、

直接燃焼室内（直噴）か選択できる仕組みにしており、エンジンの運転状況に応じて、燃料噴射の場所

に加えて、噴射の角度、持続時間まで制御しています。

アウディの直列 気筒エンジンでは、伝統的に点火インターバルが 度に設定されており、

の順番で、隣り合っているシリンダーと離れているシリンダーが交互に点火されていく仕組みになって

います。それにより、 気筒独特のリズムが刻まれ、独特のサウンドが奏でられているのです。エンジン

の制御ユニットもまた、サウンドづくりに一役買っていて、スロットル開度が大きくなると排気システ

ムのフラップが開いて、サウンドのボリュームが高まります。ドライバーはセンターコンソールにある

サウンドボタンを押すことで、この排気フラップの働きをコントロールすることができます。

新しい 速 トロニック

には、新しく開発された 速 トロニックが標準で備わります。このデュアルクラッ

チトランスミッションは滑らかでクイックなギヤシフトに加えて、高い伝達効率と幅広いスピードレン

ジも特長にしており、低速側のギヤ比が加速を重視して比較的低く設定されているのに対し、トップの

速ギヤは、巡行燃費を削減するためにレシオを高めに設定しています。熱交換プレートにより、トラン

スミッションオイルの温度を最適に制御。プロペラシャフトへのドライブ機構に工夫を凝らすなどして、

従来型に対し重量を約 削減することに成功しました。ドライバーは、セレクターレバー及び標準装

備のスポーツレザーステアリングホイールに設置されたパドルを使って、いつでもマニュアル変速する



 

ことができます。

電子制御マルチプレートクラッチを用いた フルタイム システム

は、 フルタイム システムを標準で採用しています。システムの中核を成

す電子油圧制御式のマルチプレートクラッチは、コンパクトかつ軽量な仕上がりで、それをプロペラシ

ャフトの後部に設置することで、前後重量配分の最適化にも貢献しています。電動ポンプにより最大

バールの油圧を発生させ、複数のクラッチの板を押し付けることで駆動力を伝達する仕組みで、前後の

トルク配分は、 システムの制御を司るソフトウェアにより常時計算されていて、基本的にはドラ

イビングスタイルがスポーティになるほど、後輪に駆動力が伝えられる頻度と割合が上がる設定になっ

ています。

この システムの制御プログラムは、ステアリング、 トロニック、エンジン、可変エグゾースト

フラップなどのプログラム同様、クルマに標準装備されたドライビングダイナミクスシステムの「アウ

ディドライブセレクト」から、 、 、 の つのモードのいずれかを選択することで、

設定を変えることができます。

さらに、 システムの働きは、 のインテリジェントなソフトウェア機能のひとつである「ホイ

ールセレクティブトルクコントロール」によってサポートされています。このシステムは、高速コーナ

リング中、相対的に負荷が小さい内側のホイールに軽くブレーキをかけることで、クルマの旋回能力を

向上させ、ハンドリングをよりスムーズで安定したものにしています。

強化されたシャシー

リンク式のリヤサスペンション、車速に応じてステアリングレシオをアクティブに制御する「プログレ

ッシブステアリング」に加えて、通常の より地上高を 下げたタイトなサスペンション

セッティングを持つ のシャシーは、パワフルなドライブシステムに完全にマッチした

ものになっています。直進状態から素早い身のこなしでコーナーに侵入し、狙ったとおりのラインを正

確にトレースしていく走りはまさに快感といえます。

プログレッシブステアリングも 専用のチューンを受けており、車速に応じてアシスト量を調整し、前

述のとおり、アウディドライブセレクトを使って特性をコントロールすることが可能です。ステアリン

グラックはコーナリングのときに、ステアリングレシオが次第にクイックになるよう設計されており、

結果、カーブを抜けるのにより少ない操舵量で を操ることができます。路面からのフ

ィードバックも常時正確に伝えてくれます。

オプションで、可変ダンパー制御システム「アウディマグネティックライド」を搭載することができ、

その場合その制御プログラムも、アウディドライブセレクトを介して選択することになります。前輪の

ブレーキディスクは の径を持ち、ライニングの面積を広くとった ピストンキャリパーとの組

み合わせにより目覚ましい制動能力を実現しています。後輪用のブレーキには、 径のディスク

を採用しました。標準仕様のホイールとタイヤは、 インチのアルミホイールと タイヤの組み

合わせです。

同様に、 専用のチューニングがなされた には、通常のモードに加えて、システムの介入を遅らせ

る「スポーツモード」が設定されています。このモードを選択すると、限界領域でクルマを操る愉しみ

が広がり、摩擦抵抗の少ない路面で意図してドリフト状況を維持できるようになります。さらに、ドラ

イバーが のボタンを 秒以上長押しすると、 は完全に機能を停止して、きわめてスポーツ感覚

に溢れたハンドリング特性が得られるようになります。アウディドライブセレクトで のモード

を選択した場合にも、ステアリングの反応がより敏感になり、クルマのハンドリング面での敏捷性が高

まります。オプションのアウディマグネティックライドを採用したモデルでは、さらにサスペンション



 

のダンピングも高まって、ロールの量も大幅に減ります。このアウディマグネティックライドには、ブ

レーキング中のボディピッチを抑える働きも備わっています。

軽くて強靭なボディ

のボディは、きわめて高剛性で、万一のときの衝撃吸収性にも優れています。また遮音

性にも秀で、その割に軽量な設計です。ウインドシールドには遮音ガラスを標準採用し、さらにホイー

ルハウスの内側に不織布の吸音材を配するなどして、高速走行中でも室内の騒音レベルを低く抑えてい

ます。同じ軽量の吸音材を、ピラートリム、インストルメントパネルの背後、ラゲージコンパートメン

トにも採用しました。なお、 の空車重量は です。

パッセンジャーセルの主要な骨格は、熱間成形スチールパーツにより構成されています。それらのパー

ツは、プレス工程の前にオーブンのなかで ℃に近い高温まで熱せられ、それから水冷プレス工程

により、一気に ℃程度にまで冷やされます。この急激な温度低下により、高い強靭性を備えた素材

に変化します。熱間成形スチールは鋼板を比較的薄くできるので、その分重量を削減できます。

では、車体のフロントと乗員セルの接続部、 ピラー、 ピラー、ルーフアーチ、センタートン

ネル、サイドシル、フロアパネルなどで、熱間成形スチールパーツが使用されています。

一方、サイドメンバーとパッセンジャーセルのフロア部分には、高張力及び超高張力スチールを使いま

した。ボンネットはアルミ製で、スチール製の場合と比べて の重量を軽減しています。フロントエ

プロンの背後のアルミ押し出し材は衝突時の衝撃を吸収するためのもので、ここでも ㎏の重量を削

減しました。車両のフロント部分の重量が軽減できたことで、前後アクスル間の重量配分がよくなって

おり、 のスポーティで俊敏なハンドリング性能の実現に貢献しています。

専用のエクステリア及びインテリア

コンパクトセグメントのトップアスリートたる新型 は、視覚面でもスポーティなキャ

ラクターを強調したクルマになっています。立体感のあるハニカムグリルを備えたシングルフレームグ

リルは、ボトム部分に のロゴが装着されており、グリルの下にはボディ幅一杯、左右のエアイ

ンレットを結ぶ形でブレードが横切っていて、エアインレットの部分でそのブレードがオイールアーチ

へのエアの流れを円滑にするための狭いフュネルを形成しています。標準装備の ヘッドライトは、

の補助ライトから生み出される光のグラフィックが特徴的です。

通常の と比較すると、 の前輪トレッドは 広くなっており

（ ）、そのためフロントホイールアーチにはフレア（膨らみ）が付けられています。また後輪

も、ベースとなった に対して トレッドが拡げられています（ ）。

サイドビューでは、 アームブレードデザインの インチアルミホイールに加えて、アルミマットシル

バー仕上げのサイドミラーハウジングがスポーティな印象を強調しています。

ラゲージコンパートメントリッドに固定されたスポイラーリップは、走行中のエアの隔離を改善（して

空気抵抗を減らす）するためのものです。そのほか、垂直のストラットを備えたディフューザーインサ

ートと、 エグゾーストシステムの大きな楕円形テールパイプがリヤビューでの大きな特徴になってい

ます。

ボディカラーは、ミトスブラックメタリック、グレイシアホワイトメタリック、デイトナグレーパール

エフェクト、パンサーブラッククリスタルエフェクト、マコウブルークリスタルエフェクト、フロレッ

トシルバーメタリック、ナルドグレー、カタルーニャレッドメタリックの合計 色が設定されていて、

そのうちナルドグレーとカタルーニャレッドメタリックは の専用色です。



 

ダークカラーでまとめられたインテリアは、ドアを開けると、 のロゴを備えたイルミネーションド

アシルがまずドライバーと乗員を出迎えます。標準仕様のスポーツシートにはブラックのファインナッ

パレザーを用い、バックレストの部分にはダイヤモンドの飾りステッチに のロゴを配しています。「

スポーツレザーステアリングホイール」は、ボトムの部分がフラットなデザインになっており、インス

トルメントパネルとドアトリムに用いられたアルミニウムレースのデコラティブパネルがスポーティで

エレガントなインテリアの仕上げとなっています。

標準装備された 専用のアウディ バーチャル コックピット

日本向けの には、アウディ バーチャル コックピットが標準で採用されています。

や シリーズなどですでにお馴染みのこのフルデジタル式多目的ディスプレイには、 専用

のアレンジが行われています。高解像度を誇るその インチモニターの基本画面を つあるなかから

モードにすると、中央に丸形タコメーターが大きく映し出され、その両側にタイヤ空気圧、トルク、

フォースなどの情報が表示されるようになります。トランスミッションをマニュアルモードで操作し

ている場合には、タコメーターにスクリーンにカラーの表示が現れて、エンジン回転数が許容限界に近

付いている場合にはそれがレッドになって、ドライバーにステアリングホイールのパドルかセレクター

レバーを使って即座にシフトアップするよう促します。

安全／快適性のためのアシスタンスシステムを完備

はまた、ドライバーアシスタンスシステムの分野でも、クラスの頂点に立つクルマです。

標準装備された「アウディプレセンスフロント」「アダプティブクルーズコントロール」「アウディサイ

ドアシスト」「アウディアクティブレーンアシスト」「トラフィックジャムアシスト」「リヤクロストラフ

ィックアシスト」といった最新のシステムにより、車線や車間距離の維持、車線変更などの運転操作が、

より容易で安全になっています。また、ほかの車両への追突や歩行者との接触のリスクも減りました。

そうしたシステムのなかでも最新のもののひとつが、アダプティブクルーズコントロールの付属機能で

ある「トラフィックジャムアシスト」です。これは、 以下で比較的混雑した高速道路などを走

っている場合、アクセルとブレーキだけでなく、短期間であればステアリング操作まで行うシステムで

す。「ステージ 」のパイロットドライブ機構であり、将来の完全な自動運転につながるテクノロジーと

して注目されています。

＊欧州仕様車測定値


